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センターと会員連携で画期的事業スタート 
(公財)オイスカ愛知県支部 会長 光岡 保之 

＜この事業の必要性＞ 
 この度オイスカ中部日本研修センターと豊田推進協議会が大きな目的を持って取り組む事業がスタートしました。 

 本年度は(公財)オイスカが創立６０周年を迎えました。そして今後 70周年を目指してオイスカ本部並びに中部日本研修センターが

１０ヶ年計画を策定しました。特に中部日本研修センターと愛知県支部はこの１０ヶ年計画を対等の立場で共有し、今後は毎年、実

践、検証、見直しのサイクルでチェックしていきます。 

オイスカは公益財団法人ですので利益を追求する団体ではありません。これが社会から評価される所でありますが、逆に財政基盤

の脆弱さが危惧される所です。これをカバーするには会員拡大が必要ですし、もう一つはセンターの生産収入を大幅に高めていくこと

が大切です。 

 そこで１０ヶ年計画では会員拡大と生産収入倍増計画を２本柱にしています。 

＜具体的取り組み＞ 
 生産収入倍増計画としてまず現在植栽してある桃と梅の正しい剪定を行いました。更に１㏊の農地を活用して栗 30本、レモン 30本

の植栽を実施しました。成果が出るのは数年先となりますが、心を込めて蒔いた種は必ず文字通り実を結ぶと思います。そして生産収

入を上げるには、生産物の直販もしますが、もう 1つそれを加工して付加価値を高めて販売します。打つ手は無限です。 

＜センターのボランティア募集と登録を＞ 
 以上述べました生産収入の倍増を図るには多くの人手が必要となります。そこで県下の会員の皆様にボランティアの募集を呼びか

けさせていただきます。ボランティアですので強制ではありませんし無理なことは言いません。 

 まずはボランティア登録を推協単位でセンターに登録をお願いします。男性でも女性でも初心者も大歓迎です。ボランティアの意志

を持たれる方はセンターにご集合下さい。お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

梅の木のせん定 

レモンの苗植栽 



 

 

酒
向
淳
治
先
生
・松
石
裕
就
先
生
に
感
謝
状 

 
                      

オ
イ
ス
カ
創
立
６
０
周
年
に
あ
た
り
、
オ
イ
ス
カ
本
部
よ
り
中
野
悦
子
理
事
長

名
で
、
酒
向
淳
治
・松
石
裕
就
両
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

酒
向
淳
治
先
生
は
、
学
校
長
を
最
後
に
退
職
後
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

２
０
年
間
、
奉
仕
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
生
か
ら
は
お
父
さ
ん
と
慕
わ
れ
、

率
先
垂
範
の
姿
を
示
し
、
研
修
生
の
育
成
に
大
き
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
奥
様
の
酒
向
貞
子
先
生
と
も
に
、
オ
イ
ス
カ
の
海
外
現
場
で
の
植
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
数
多
く
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

松
石
裕
就
先
生
は
研
修
指
導
を
専
門
と
す
る
中
部
企
業
教
育
研
究
会
代
表

と
し
て
、
２
０
年
間
、
職
員
への
研
修
指
導
、
国
際
青
年
養
成
講
座
を
は
じ
め
と
す

る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
への
助
言
と
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
二
人
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
オ
イ
ス
カ
協
力
・支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
で
、
感
謝
状
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
一
同
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

小
杉
裕
一
郎
（筆
） 

 

                             

                             

                             

                             コ
ラ
ム 

 
 

 

気
候
変
動 

そ
の
１ 

 
 

異
常
気
象
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
こ

の
頃
は
気
候
変
動
と
言
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
で
毎
年
の
よ
う
に
水
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
線
状
降
水
帯
と
い
う
数
時
間
で
何

か
月
分
の
降
水
量
が
あ
り
災
害
が
大
き
く
な
っ

て
来
て
い
ま
す
。
し
か
も
全
世
界
で
気
候
変
動

が
あ
り
、
今
、
西
部
地
区
で
は
ア
メ
リ
カ
の
約
半

分
が
干
ば
つ
に
な
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。
か
た

や
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
水
害
で
す
。 

こ
う
し
た
気
候
変
動
の
原
因
が
地
球
温
暖
化

に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ

ス
ゴ
ー
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
で
は
、
合
意

文
書
に
産
業
革
命
か
ら
の
気
温
上
昇
を
１
・
５

度
以
内
に
抑
え
る
た
め
の
対
策
を
講
ず
る
決
意

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
現
状
は
産
業
革
命
以
来
の

気
温
上
昇
は
１
・
１
度
と
さ
れ
て
お
り
、
今
の
気

候
変
動
の
実
態
か
ら
考
え
る
と
、
待
っ
た
な
し

の
感
が
し
ま
す
。
こ
の
１
・
５
度
の
目
標
達
成
に

は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
１
０
年
間
で
４
５
％
削
減
し
、
２
０
５

０
に
は
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

そ
も
そ
も
自
然
界
は
動
物
が
炭
酸
ガ
ス
を
出

し
、
酸
素
を
吸
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
植
物
は
炭

酸
ガ
ス
を
吸
っ
て
酸
素
を
出
し
ま
す
。
こ
の
自

然
の
浄
化
作
用
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
自
然
の
浄
化
作
用
を
超
え
る
化
石
燃

料
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
し
て
い
る
こ
と

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
し
な
け
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
温
暖

化
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
松 

明 

 
 

 
鈴
木
洋
氏
旭
日
単
光
章
受
章
祝
賀
会 

 

１
１
月
２
１
日
名
鉄
ト
ヨ
タ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
オ
イ
ス
カ
愛
知

県
支
部
主
催
に
よ
り
、
鈴
木
洋
氏
の
旭
日
単
光
章
受
章
祝
賀

会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

令
和
３
年
度
春
の
叙
勲
に
お
き
ま
し
て
、
オ
イ
ス
カ
愛
知
県

支
部
副
会
長
の
鈴
木
洋
氏
が
永
年
に
わ
た
る
丹
羽
郡
扶
桑
町

商
工
会
会
長
と
し
て
の
中
小
企
業
振
興
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

栄
え
あ
る
旭
日
単
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

祝
賀
会
当
日
は
、
光
岡
保
之
愛
知
県
支
部
会
長
を
は
じ
め

支
部
幹
事
、
各
推
進
協
議
会
役
員
三
十
名
の
皆
様
に
ご
出
席

を
賜
り
、
和
や
か
な
中
、
し
め
や
か
に
祝
宴
を
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

受
章
さ
れ
た
鈴
木
洋
氏
よ
り
オ
イ
ス
カ
へ入
会
し
て
か
ら
４
０

年
間
オ
イ
ス
カ
と
共
に
歩
ん
で
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
々
を
語
っ
て

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
オ
イ
ス
カ
運
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
、

世
界
平
和
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
と
、
オ
イ
ス
カ
に
と
り
ま
し

て
も
た
い
へん
有
り
難
い
お
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

改
め
ま
し
て
鈴
木
洋
氏
の
受
章
の
祝
賀
と
、
ご
出
席
を
賜
り

ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

川
上
洋
右
（筆
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

  

 

 

 

松
石
裕
就
先
生
へ
感
謝
状
贈
呈 

 

酒
向
淳
治
先
生
に
感
謝
状
贈
呈 

 



 

 

                             

                             

                             

                             

西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修 

 
毎
年
収
穫
祭
が
あ
る
の
で
今
年
も
西
日
本
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
と
一
昨
年
と
違
い
ま

す
。
今
年
は
研
修
生
４
人
だ
け
で
す
。
私
と
リ
ナ
さ
ん
と

ラ
イ
さ
ん
が
８
日
か
ら
１
６
日
ま
で
お
手
伝
い
に
行
き
ま

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
テ
ン
ト
も
設
置
し
ま
し
た
。
い
す
と

机
も
出
し
ま
し
た
。
６
日
土
曜
日
は
１
５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ひ
と
た
ち
と
準
備
し
ま
し
た
。 

毎
日
朝
の
収
穫
と
出
荷
準
備
を
皆
さ
ん
と
や
り
ま
す
。

午
後
は
収
穫
祭
の
準
備
を
し
ま
す
。
い
つ
も
は
外
で
準
備

を
し
ま
す
が
今
年
は
食
堂
の
中
で
し
た
。
今
年
は
家
政
研

修
生
が
い
な
い
の
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
テ
と
子
供
用
カ
レ

ー
を
作
り
ま
し
た
。
普
通
の
カ
レ
ー
は
西
日
本
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
の
ア
ル
ネ
ル
さ
ん
と
さ
な
え
さ
ん
が
作
り
ま
す
、
や

き
そ
ば
は
リ
ナ
さ
ん
が
や
り
ま
す
。 

西
日
本
に
あ
る
畑
と
田
ん
ぼ
の
広
い
面
積
を
少
な
い
人

数
で
が
ん
ば
っ
て
い
い
も
の
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
っ
と
私

も
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年

も
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 

 

グ
レ
ゴ
リ
ー
（
筆
） 

 
 

 
 

Ｓ
Ｙ
Ｄ
主
催
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
！ 

１
１
月
６
日
（
土
）
７
日
（
日
）
に
公
益
財
団
法
人
修
養
団

主
催
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
中
部
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 今

年
の
夏
に
行
わ
れ
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
続
き
、
今
回
は

高
校
生
、
大
学
生
、
社
会
人
を
対
象
に
野
外
炊
事
や
テ
ン
ト

張
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
加
え
、
人
間
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

講
義
、
異
文
化
交
流
な
ど
の
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
の
半
数
は
初
参
加
で 

し
た
が
、
皆
さ
ん
初
め
て
顔
を 

合
わ
せ
た
も
の
同
士
と
は
思 

え
な
い
く
ら
い
仲
良
く
な
り
、 

み
ん
な
で
協
力
し
て
活
動
し
て 

い
る
姿
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。 

オ
イ
ス
カ
の
現
役
イ
ン
タ
ー
ン 

生
と
Ｏ
Ｇ
も
参
加
さ
せ
て
い
た 

だ
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
が 

で
き
、
学
び
の
多
い
２
日
間
と 

な
り
ま
し
た
。  

 

中
村
仁
美
（筆
） 

 

中
学
校
職
場
体
験
受
け
入
れ 

 

１
１
月
９
日
～
１
１
日
の
３
日
間
、
豊
田
市
立
高
橋
中
学
校
２
年
生
１
名
の

職
場
体
験
を
受
け
入
れ
し
ま
し
た
。
体
験
活
動
に
参
加
し
た
松
浦
正
宗
君

は
、
森
林
に
興
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
オ
イ
ス
カ
で
の
体
験
を
希
望
。 

農
場
で
の
体
験
活
動
に
加
え
、
研
修
生
と
一
緒
に
パ
ン
づ
く
り
実
習
、
海
岸
林

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
森
林
活
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
動
画
の
視
聴
な
ど
、
オ
イ

ス
カ
活
動
理
解
も
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
浦
君
は
、
感
想
文
の
中
で
、

「
自
然
を
尊
ぶ
心
の
大
事
さ
、
草

取
り
な
ど
日
々
の
小
さ
な
作
業

の
積
み
重
ね
の
大
事
さ
、
環
境

問
題
に
個
人
で
も
で
き
る 

こ
と

を
実
践
し
て
い
く
大
事
さ
」
に
つ

い
て
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
体
験

か
ら
気
づ
い
て
、
学
ぶ
職
場
体

験
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
今
後
も

受
け
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
松
浦
君
、
お
疲
れ
様
で
し

た
！
！ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

小
杉
裕
一
郎
（筆
） 

 ア
イ
シ
ン
㈱
が 

書
き
損
じ
は
が
き
を
寄
贈 

 
 

ア
イ
シ
ン
株
式
会
社
様
（総
務
部
社 

会
貢
献
推
進
室
）か
ら
社
内
の
収
集
活 

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集
ま
っ
た
書
き
損
じ 

は
が
き
４
４
２
枚
の
寄
贈
を
し
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。
は
が
き
は
オ
イ
ス
カ
国
内 

外
の
国
際
協
力
活
動
の
た
め
に
活
用 

さ
れ
ま
す
。
ア
イ
シ
ン
様
は
、
法
人
会 

員
と
し
て
長
年
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い 

る
他
、
タ
イ
で
の
植
林
活
動
（「子
供 

の
森
」
計
画
）
を
５
年
間
実
施
す
る
な 

ど
国
際
協
力
活
動
に
も
積
極
的
に
参 

加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 

小
杉
裕
一
郎
（
筆
） 

 

 

 

 

畑
で
に
ん
に
く
の
除
草
作
業
。 

 

 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業
株
式
会
社
に
感
謝
状
贈
呈 

１
１
月
２
３
日
（
火
）
午
後
、
代
表
取
締
役 

専
務 

石
原 

雄
大
様
に
お
目
に
か
か
り
、
長
年
に
わ
た
り
卵
保
護
容
器
を

ご
提
供
頂
き
ま
し
た
御
礼
と
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
オ
イ
ス
カ
卵
の
販
売
の 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
長
年 

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て 

お
り
ま
す
。
皆
様
お
買
い 

求
め
の
際
ご
確
認
く
だ 

さ
い
。 

 

愛
知
県
支
部 

 
 

 

村
松 

明
（筆
） 

   
 

 



 

 

                             

                             

                             

                          
 

   

 

 

 

   

 

        

 

1 ２ 月 研 修 生 の 活 動 グ レ ゴ リ ー （ 筆 ） 

 

寄
付
金 

小
杉
裕
一
郎(
豊
田
市) 

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ 

株
式
会
社 

(

大
府
市) 

太
啓
建
設 

株
式
会
社(
豊
田
市) 

株
式
会
社 

レ
イ
ン
ボ
ー(
岡
崎
市) 

オ
イ
ス
カ
友
の
会(

豊
田
市) 

 

株
式
会
社 

サ
ン
コ
ー(

み
よ
し
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市) 

 

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

小
嶋
則
志(

豊
田
市) 

 

金
丸
善
一
郎(

豊
田
市) 

 

更
新
会
員
名
簿
（
６
５
６
／
８
０
７
） 

安
城
（６
４
／
７
５
）竹
下
忠
直 

奥
三
河
（５
／
７
）
峰
野 

修 

尾
張
一
宮
（４
／
５
）
一
宮
商
工
会
議
所 

蒲
郡
（８
／
１
０
）
有
限
会
社 

山
本 

刈
谷
（
３
３
／
４
４
）
鈴
木
恭
子
、
株
式
会
社 

だ
る

ま 豊
田
（１
８
６
／
２
３
７
）深
津
秀
仁
、
三
ツ
石
靖
子
、

大
豊
工
業 

株
式
会
社
、
谷
口 

隆 

名
古
屋
（５
５
／
６
９
）
芳
川 

猛
、
ウ
ー
マ
ン
ス
タ
ッ
フ 

株
式
会
社
、
西
野
拓
史
郎
、
株
式
会
社 

ア
ク
テ
ィ
ベ

イ
ト
、
三
重
産
業 

株
式
会
社
、
愛
知
ダ
イ
ハ
ツ 

株

式
会
社
、
熱
田
神
宮
宮
庁
、
豊
田
合
成 

株
式
会

社
、
名
古
屋
鉄
道 

株
式
会
社
、
名
港
海
運 

株
式

会
社 

名
古
屋
北
（１
９
／
１
７
）
藤
建
興
業 

株
式
会
社 

丹
羽
（
５
２
／
５
７
）
有
限
会
社 

浅
野
保
温
、
株
式

会
社 

美
乃
寿
司
、
生
興 

株
式
会
社 

西
尾
（
３
０
／
３
９
）
株
式
会
社 

杉
浦
製
作
所
、
株

式
会
社 

は
と
屋
、
株
式
会
社 

稲
藤
商
店
、
河
合

物
産 

株
式
会
社 

み
よ
し
（４
２
／
４
４
）
山
内
一
郎 

セ
ン
タ
ー
（３
０
／
４
４
）
大
木
雅
俊
、
渡
会
一
昭 

三
重
（２
１
／
２
３
）羽
木
利
子 

（１
０
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

 

新
入
会
（
個
人
） 

後
藤
敦
司(

豊
田
市) 

 

ア
ン
シ
ン
建
設
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

倉
本
三
百
子(

三
重
県
四
日
市
市) 

 

 

寄
付
品 

廣
瀬
敏
重(

名
古
屋
市) 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

生
興 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

 

板
倉
和
也(

東
京
都) 

 

村
上
典
子(

江
南
市) 

 

中
部
電
力 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

愛
知
製
鋼 

株
式
会
社(

東
海
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

 

鈴
木
康
予(

豊
田
市) 

 

佐
藤
美
智
代(

豊
田
市) 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

坂
元
正
弘(

豊
田
市) 

 

鎌
田
隆
志(

香
川
県
丸
亀
市) 

逢
妻
交
流
館(

豊
田
市) 

松
本
尚
人
・尚
子(

岡
崎
市) 

佐
久
間
由
隆(

豊
田
市) 

松
石
裕
就(

名
古
屋
市) 

  

寄
付
金
（
つ
づ
き
） 

豊
田
汽
缶 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

岡
本
巧(

刈
谷
市) 

 

株
式
会
社 

三
好
製
作
所
（み
よ
し
市
） 

神
野
重
行
（名
古
屋
市
） 

オ
イ
ス
カ
豊
田
推
進
協
議
会 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

村
上
典
子(

江
南
市) 

 

株
式
会
社 

ア
イ
シ
ン(

刈
谷
市) 

 

ライさんがカブの間引き 実習生ソンさんが小松菜の収穫 

メレさんパン教室 「マフィンを作りました！」 メレさん洋裁教室 ワンピース作り 

12月 31 日（大晦日）と 1月 1 日（元旦）は事務所をお休みします 


